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要旨 

 

  「地元の当事者によるまちづくり」が注目されるようになった一方で、地元や当事者そのものについて論

じた研究は尐ないように思える。本論文では、筆者がYプロジェクト（Y市定住促進若者会議）に参加して

持った「地元とはなにか」、「当事者とはなにか」という疑問をもとに、若者がまちづくりなどの活動を通して、

「地元」と「当事者」を見つけていく過程を取り上げている。 

 序章では、筆者が「地元」と「当事者」に疑問を持ち始めたきっかけと研究の目的を述べている。 

 第１章では、まちづくりについての先行研究とまちづくりの先行事例の整理をしている。筆者が参加したY

定住促進若者会議は、広義での「地域活動」、「まちづくり」に含まれる。まず「地域活動」や「まちづくり」

についてまとめ、環境問題などに対するまちづくりでの「当事者」意識形成が、人口減尐問題ではおきにくい

ことを指摘している。 

 第２章では、先行研究とインタビューをもとに本論文での「地元」と「当事者」の扱いについてまとめ、そ

れをふまえた問題意識を述べている。当事者や地元には明確な定義はなく、一言で言っても同じものを指して

いるとは限らない。先行研究や複数の人のイメージから、筆者が見た「地元」と「当事者」を示し、「当事者」

になるまでにはいくつかの段階があるのではないかという仮説を立てた。 

 第３章では、調査対象の概要と調査データの整理をしている。Y市では人口、特に若者人口の減尐が問題と

なっている。Y市で「当事者」として活動している方々と行政職員へのインタビューから、実際に「当事者」

はY市の現状と課題をどう感じているのかまとめた。それをふまえ、大学生がおこなったディスカッション

で、大学生がYプロジェクトを通して地元についてどのように考えているかまとめた。 

 第４章では、「地元」と「当事者」についての考察と今後の課題をしている。先行研究をもとに「当事者」

の段階を設定し、インタビュー対象者がどの段階にいるかの分類をした。段階に便宜的に順位をつけ、次の段

階に移行するためのきっかけについても触れている。また、「地元」と「当事者」の関係について述べ、「地元」

において「当事者」になるとはどういうことか考え、「地元」と「当事者」の今後の課題について記述してい

る。 
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